
１
「
渋
江
抽
斎
」
と
津
軽
一
粒
金
丹

（
１
）

「
渋
江
抽
斎
」
は
鴎
外
の
数
多
く
の
史
伝
の
中
で
も
白
眉
と
称
さ
れ
、
幕
末
か
ら
明
治
維
新
を
経
て
明
治
に
至
る
激
動
の
時
代
を
社
会
的
背

景
と
し
て
、
渋
江
抽
斎
一
家
を
描
い
て
余
す
と
こ
ろ
が
な
い
。

鵬
外
は
「
渋
江
抽
斎
」
の
そ
の
㈲
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

と
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

最
近
著
者
は
津
軽
一
粒
金
丹
の
包
紙
を
入
手
し
た
が
、
そ
れ
は
偶
然
に
も
渋
江
家
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か

っ
た
数
多
く
の
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
報
告
す
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
渋
江
抽
斎
は
弘
前
勝
か
ら
の
知
行
の
他
に
、
秘
方
「
津
軽
一
粒
金
丹
」
を
製
造
販
売
し
て
、
幾
ら
か
の
収
入
を
得
て
い
た
こ

し
か
し
抽
斎
は
心
を
潜
め
て
古
代
の
医
苔
を
読
む
こ
と
が
好
で
、
技
を
皆
ら
う
と
云
う
念
が
な
い
か
ら
、
知
行
よ
り
外
の
収
は
殆
ど
無
か

っ
た
だ
ろ
う
。
只
津
軽
家
の
秘
方
一
粒
金
丹
と
云
ふ
も
の
を
製
し
て
斑
る
こ
と
を
許
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
、
若
干
の
利
益
は
あ
っ
た
。

渋
江
抽
斎
と
津
軽
一
粒
金
丹

唖
榊
罐
極
罹
轆
推
癖
睾
什
牽
誕
病
昭
和
五
十
九
年
五
月
三
十
一
日
受
付

松

木

明

知

（43）403



３
渋
江
家
の
津
軽
一
粒
金
丹
の
包
紙

従
来
の
研
究
に
よ
っ
て
も
、
津
軽
一
粒
金
丹
に
つ
い
て
未
だ
不
明
な
点
が
少
な
く
な
い
。
津
軽
一
粒
金
丹
に
大
小
の
二
種
類
が
あ
っ
た
こ
と

が
知
ら
れ
て
い
る
が
、
現
在
ま
で
の
調
査
に
よ
れ
ば
現
物
は
伝
世
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

さ
て
著
者
が
入
手
し
た
包
紙
は
写
真
①
の
よ
う
で
あ
る
。
一
粒
金
丹
を
入
れ
る
状
態
で
は
、
縦
二
二
・
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
五
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
大
き
さ
で
あ
る
。
表
面
に
．
粒
金
丹
津
軽
薔
官
渋
江
道
純
」
と
三
行
に
記
さ
れ
て
い
る
。
「
道
純
」
と
あ
る
か
ら
渋
江

抽
斎
が
用
い
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

．
粒
金
丹
」
の
右
肩
に
二
個
と
、
道
純
の
左
下
に
二
個
の
朱
の
押
印
が
披
見
さ
れ
る
が
、
「
官
許
」
一
‐
渋
江
」
以
外
の
二
個
は
、
し
か
る
べ

き
人
に
も
見
て
戴
い
た
が
判
読
で
き
ず
、
検
討
中
で
あ
る
。

（
８
）

し
か
し
津
軽
の
一
粒
金
丹
の
処
方
は
中
国
の
「
医
学
入
門
」
に
記
載
さ
れ
た
の
と
大
約
Ⅲ
じ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
上
方
で
の
阿
片
の

古
称
が
「
津
軽
」
で
あ
り
、
津
軽
地
方
に
ケ
シ
が
足
利
義
満
時
代
に
渡
来
し
た
と
い
う
卿
碑
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら

ば
、
津
軽
地
方
へ
ケ
シ
が
渡
来
し
た
の
が
よ
り
早
く
、
そ
の
後
に
中
国
か
ら
「
医
学
入
門
」
な
ど
が
舶
来
さ
れ
、
弘
前
藩
の
医
官
が
ケ
シ
か
ら

阿
片
を
採
取
す
る
知
識
を
持
つ
に
至
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

う
と
推
察
さ
れ
る
。

２
津
軽
一
粒
金
丹
の
成
分

津
軽
一
粒
金
丹
の
成
分
に
つ
い
て
は
、
阿
片
、
脇
胸
繍
の
勢
、
勝
香
、
龍
脳
辰
砂
、
金
箔
な
ど
で
あ
る
が
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
既
に
拙

（
２
）
Ｉ
（
６
）

著
の
中
に
詳
し
く
述
べ
た
の
で
繰
り
返
さ
な
い
。

（
７
）

弘
前
藩
で
一
粒
金
丹
を
「
他
邦
に
な
き
秘
薬
」
と
称
し
た
理
巾
の
一
つ
は
、
成
分
の
一
つ
に
阿
片
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

当
時
阿
片
は
、
日
本
の
他
の
地
域
で
は
生
産
さ
れ
ず
、
阿
片
を
含
有
し
た
製
剤
が
殆
ど
な
か
っ
た
か
ら
こ
の
よ
う
に
呼
称
し
た
も
の
で
あ
る
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鷲溌蕊轄癖？

議識驚瀧

写真1包装（

鴬

！議灘溌灘

写真2包装 表）

裏
面
は
写
真
②
の
よ
う
で
、
左
下
方
に
「
東
京
第
一
大
区
五
ノ
小
区
伊
勢

町
誠
番
地
大
阪
屋
号
永
田
利
兵
衛
」
と
三
行
に
印
刻
さ
れ
、
地
番
の
下
に
朱

で
「
償
金
廿
五
銭
」
と
あ
る
。

拡
げ
て
見
る
と
表
は
写
真
３
の
よ
う
で
あ
り
、
裏
は
写
真
④
の
よ
う
で
あ

る
。
大
き
さ
は
縦
三
八
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
五
一
・
八
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
。
裏
、
の
文
血
を
肥
し
て
お
く
。

右
の
文
面
は
、
弘
前
藩
医
和
田
玄
春
が
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
七
月
に

公
布
し
た
．
粒
金
丹
試
功
」
と
題
す
る
一
枚
川
（
写
真
ｇ
の
最
後
の
文
面

に
近
似
し
て
い
る
。
参
考
の
た
め
に
泥
し
て
お
く
。

此
薬
本
藩
の
秘
方
に
て
世
間
名
を
同
じ
く
す
る
も
の
の
類
に
阿
ら
ざ
る

本
藩
の
筈
と
い
へ
と
も
許
し
な
き
者
は
、
私
に
製
春
（
す
）
亨
る
事
得

す
然
に
近
来
狼
に
峡
偽
し
て
秘
方
越
犯
春
（
す
）
も
の
川
り
故
に
此
度
能

苫
を
改
め
印
章
を
以
て
世
間
何
名
異
方
の
も
の
と
別
川
能
苦
の
印
章
と
此

名
前
な
き
は
本
藩
秘
方
の
製
に
阿
ら
す

文
化
十
一
年
甲
戊
夏
山
月

此
薬
我
が
藩
の
禁
方
に
し
て
、
固
よ
り
他
邦
に
無
き
処
、
仮
令
我
が
藩
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両
方
の
文
意
は
大
約
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
容
易
に
理
解
さ
れ
よ
う
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
津
軽
一
粒
金
丹
は
元
禄
時
代
に
和
田
玄
良
に
よ
っ
て
弘
前
藩
に
伝
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
恐
ら
く
玄
良
を
中
心
と
す

る
小
数
の
藩
医
た
ち
に
よ
っ
て
処
方
の
改
良
が
な
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
弘
前
藩
四
代
藩
主
信
政
公
の
事
蹟
を
述
べ
た
「
奥

の
瞥
と
い
へ
と
も
、
提
に
之
を
製
す
は
能
わ
す
、
然
る
に
近
来
多
く
光
薬
な
と
に
出
て
秘
方
を
犯
す
も
の
あ
り
、
故
に
今
斯
に
請
、
官
予
の

姓
名
を
録
し
て
以
っ
て
彼
の
売
薬
に
異
つ
も
の
な
り
、
今
よ
り
し
て
後
、
予
の
姓
名
及
印
章
な
き
も
の
皆
糊
卿
の
光
薬
敢
て
欺
か
る
る
こ
と

な
か
れ
と
云
爾

写真3包装紙（表）

職』灘＃鷲

§
苓甫

別

写真4包装紙（裏）
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℃
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蛸
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富
士
物
語
」
に
「
薬
種
数
も
却
て
増
り
候
得
共
、
薬
味
分
量
共
格
別
不
同
相
違
在
り
、
…
…
功
不
功
髪
に
定
る
也
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
も

容
易
に
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
他
藩
で
は
容
易
に
入
手
で
き
な
い
津
軽
特
産
の
〃
阿
片
″
を
含
有
し
て
お
り
、
わ
ず
か
数
人
の
藩
医

の
み
が
そ
の
製
造
を
許
可
さ
れ
た
た
め
、
実
際
に
は
中
を
入
手
し
難
い
貴
重
薬
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
模
倣
品
が
出
廻
っ
た
の
で
あ
る
。
偽
物

が
出
た
と
い
う
こ
と
は
、
逆
に
言
え
ば
そ
れ
だ
け
津
軽
一
粒
金
丹
に
人
気
が
あ
り
、
需
要
も
多
か
っ
た
こ
と
を
暗
に
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。

４
包
紙
に
記
さ
れ
た
弘
前
藩
医
名

包
紙
に
は
弘
前
藩
医
十
五
名
の
名
前
が
連
記
さ
れ
て
い
る
。
右
方
か
ら
記
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

渋
江

中
丸

矢
嶋

北
岡

古
郡

小
野

伊
崎

松
山

廣
瀬

和
田

伊
東

手
塚

元俊 玄 玄 道三道道太玄昌道

瑞民良琢凹隆 秀 作 淳 碩 庵 純
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こ
の
よ
う
な
事
情
が
あ
っ
た
た
め
、
後
に
は
、
多
く
の
藩
医
が
そ
の
製
造
を
許
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
に
加
え

て
、
津
軽
一
粒
金
丹
が
有
名
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
需
要
が
増
し
て
、
わ
ず
か
数
名
の
医
家
の
手
に
よ
る
一
粒
金
丹
の
生
産
の
象
で
は
、
増
加

す
る
需
要
に
応
じ
き
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
十
分
に
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

さ
て
前
述
し
た
弘
前
藩
医
の
序
列
は
右
か
ら
算
え
る
の
で
は
な
く
、
左
か
ら
算
え
る
の
が
正
し
い
と
考
え
ら
れ
る
。

菊
池
玄
格

石
黒
道
歴

渋
江
道
陸

右
の
十
五
人
全
員
が
津
軽
一
粒
金
丹
の
製
造
を
許
可
さ
れ
た
の
か
、
販
売
の
み
を
許
可
さ
れ
た
の
か
は
、
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
を
要
す
る

が
、
少
な
く
と
も
こ
の
文
面
か
ら
製
造
と
販
売
の
両
方
が
許
可
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
よ
り
以
前
、
一
粒
金
丹
の
製
造
が
わ
ず
か
一
部
の
藩
医
の
象
に
許
さ
れ
て
い
た
た
め
そ
の
処
方
の
秘
密
が
途
絶
す
る
危
機
が
何
回
も
あ

っ
た
。
例
え
ば
寛
延
三
年
（
一
七
五
○
）
の
弘
前
藩
の
記
録
に
は
、
和
田
玄
春
、
菊
池
道
坤
の
病
死
に
よ
っ
て
、
わ
ず
か
松
山
道
圓
の
み
が
こ
の

秘
方
を
伝
え
る
の
み
で
あ
り
、
道
圓
自
身
に
な
に
か
起
れ
ば
秘
方
が
途
絶
す
る
の
で
、
も
う
一
人
他
の
藩
医
へ
伝
授
す
る
こ
と
を
許
可
し
て
欲

し
い
と
願
い
出
て
、
藩
医
松
本
玄
可
へ
の
伝
授
が
許
さ
れ
た
と
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

候
松
山
道
圓
申
立
候
、
私
儀
先
年
よ
り
一
粒
金
丹
調
合
御
用
被
仰
付
候
、
和
田
玄
春
、
菊
池
道
坤
申
合
相
勤
候
処
、
両
人
共
先
頃
病
死
仕
候

二
付
、
右
調
合
御
用
私
壱
人
二
而
、
若
し
病
気
差
合
等
上
而
御
用
御
差
障
二
相
成
申
候
、
今
壱
人
江
仰
付
度
旨
申
出
、
松
本
玄
可
可
被
御
付

筧
延
三
年
五
月
八
日
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こ
れ
か
ら
で
も
、
氏
名
が
後
に
追
加
印
刻
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

し
か
し
少
し
時
代
が
下
っ
て
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
九
月
当
時
、
一
粒
金
丹
の
調
合
を
許
可
さ
れ
て
い
た
の
は
、
江
戸
で
は
矢
嶋
玄
碩
、
小

野
道
瑛
、
湯
浅
養
仙
、
渋
江
道
純
の
四
人
、
国
許
で
は
手
塚
春
亮
、
広
瀬
養
甫
、
伊
東
春
昌
、
菊
池
玄
屯
、
和
田
友
輔
の
五
人
、
合
計
九
人
で

寛
延
三
年
当
時
に
比
べ
る
と
国
許
だ
け
で
も
一
人
増
え
て
四
人
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

し
た
が
っ
て
一
粒
金
丹
の
製
造
を
許
さ
れ
て
い
た
藩
医
は
時
代
に
よ
っ
て
極
め
て
区
々
で
あ
っ
た
が
、
後
に
な
る
ほ
ど
増
加
し
た
こ
と
が
推

抽
斎
の
父
道
陸
が
一
粒
金
丹
の
製
造
の
伝
授
を
受
け
た
の
は
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
で
あ
っ
た
が
、
抽
斎
が
御
目
見
し
た
の
は
文
化
十
一

年
（
一
八
一
四
）
十
二
月
二
十
八
日
で
あ
り
、
一
粒
金
丹
の
製
造
の
伝
授
を
受
け
た
の
は
、
ず
っ
と
後
の
文
政
五
年
（
一
八
一
三
）
一
月
十
五
日

定
さ
れ
る
。

間
隔
も
区
々
で
あ
る
。

一
番
右
の
「
渋
江
道
純
」
は
、
抽
斎
の
こ
と
で
あ
る
。
一
番
左
の
「
渋
江
道
陸
」
は
抽
斎
の
父
親
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
次
の
よ
う
な
こ

と
が
推
察
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
弘
前
藩
で
は
、
文
化
十
一
年
（
一
八
’
一
四
）
に
こ
の
一
枚
刷
を
刷
っ
た
が
、
初
め
は
「
此
薬
…
：
」
の
文
面
と
許

可
さ
れ
た
藩
医
名
の
糸
を
印
刷
し
て
お
い
た
。
そ
し
て
後
に
一
粒
金
丹
製
造
を
許
可
さ
れ
た
藩
医
が
増
え
る
に
従
っ
て
、
そ
の
氏
名
を
追
加
し

て
印
刷
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
証
拠
と
し
て
写
真
を
見
て
も
分
か
る
よ
う
に
氏
名
の
頭
の
線
が
き
ち
ん
と
並
ん
で
お
ら
ず
、
そ
の

国
許
ば
か
り
で
な
く
、
江
戸
に
お
い
て
も
一
粒
金
丹
が
生
産
さ
れ
た
が
、
そ
う
す
れ
ば
、
阿
片
が
津
軽
か
ら
江
戸
へ
運
搬
さ
れ
た
は
ず
で
あ

る
が
、
そ
の
経
路
や
生
産
高
に
つ
い
て
は
現
在
の
と
こ
ろ
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。

で
あ
っ
た
。

（
９
）
。
（
ｍ
）

５
販
売
の
時
期
に
つ
い
て

「
大
阪
屋
号
永
田
利
兵
衛
」
の
住
所
は
「
東
京
第
一
大
区
五
の
小
区
伊
勢
町
試
番
地
」
・
と
記
さ
れ
て
い
る
。
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し
た
が
っ
て
こ
の
包
紙
は
明
治
四
年
十
一
月
末
か
ら
同
十
一
年
七
月
末
日
ま
で
に
使
用
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。

明
治
十
年
の
「
売
薬
規
則
」
と
「
毒
薬
劇
薬
取
扱
規
則
」
に
よ
っ
て
一
般
の
売
薬
に
は
劇
薬
で
あ
る
阿
片
の
配
合
が
禁
止
さ
れ
た
た
め
、
こ

れ
以
降
の
一
粒
金
丹
に
は
阿
片
の
配
合
は
な
か
っ
た
が
、
大
阪
屋
か
ら
販
売
さ
れ
た
こ
の
包
紙
の
一
粒
金
丹
に
は
阿
片
が
含
有
さ
れ
て
い
た
こ

と
は
確
か
で
あ
る
。

幕
末
の
一
粒
金
丹
の
価
格
は
大
十
五
粒
ま
た
は
小
三
十
粒
で
金
百
疋
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
の
包
紙
の
裏
面
の
大
阪
屋
号
永
田
利
兵
衛
の
右

に
「
価
金
廿
五
銭
」
と
朱
の
押
印
が
あ
る
か
ら
、
粒
数
は
不
明
で
は
あ
る
が
、
一
袋
二
十
五
銭
で
販
売
さ
れ
て
い
た
の
は
確
実
で
あ
る
。

（
、
）

前
述
し
た
区
制
か
ら
推
定
さ
れ
る
明
治
七
年
か
ら
同
十
一
年
頃
の
白
米
一
○
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
値
段
を
調
べ
て
み
る
と
、
明
治
五
年
に
は
三
十

六
銭
、
明
治
十
年
に
は
五
十
一
銭
で
あ
っ
た
。

二
十
五
銭
の
一
粒
金
丹
を
明
治
十
年
の
値
段
と
す
る
と
、
二
十
五
銭
は
約
白
米
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
価
格
に
相
当
す
る
。
こ
れ
を
現
在
の
価
格

に
換
算
す
る
と
約
二
○
○
○
’
二
五
○
○
円
と
な
る
。
決
し
て
安
く
な
く
、
む
し
ろ
高
価
な
薬
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。

【
－
０

チ
ハ

明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
四
月
五
日
に
大
政
官
布
告
に
よ
っ
て
制
定
さ
れ
た
戸
籍
法
の
中
で
東
京
府
に
大
区
小
区
の
区
画
が
定
め
ら
れ
た
。

さ
ら
に
六
月
九
日
の
府
令
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
の
区
画
を
改
正
し
、
六
つ
の
大
区
、
二
十
五
の
小
区
を
設
け
た
。
そ
の
中
の
第
一
大
区
は
初

め
三
つ
の
小
区
に
細
分
さ
れ
て
い
た
が
、
後
に
五
つ
の
小
区
に
改
め
ら
れ
た
。
こ
の
時
期
は
明
治
四
年
十
一
月
二
十
八
日
以
降
で
あ
っ
た
。

し
か
し
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
七
月
二
十
二
日
に
公
布
さ
れ
た
郡
区
町
村
編
制
法
に
よ
っ
て
「
大
区
」
、
「
小
区
」
の
区
画
制
は
廃
止
さ
れ
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Ontheothersideofthewrappingpaper,itreadsasibllows:<GTokyoDaiichiDai-kuGono

Shoku,Isecho,2Banchi,OsakaYagoNagataRihei,price25Sen''.

ThisresidencesystemwasemployedinTokyoduringtheperiodfromNovemberl871toJuly

l878・

Itisnotknowntoushowmanypillswereincludedinthewrappingpapar,however,the

priceofthelchiryu-KintanwastwentyfiveSen,whichwouldbeequivalenttoabout2000-2500

YENtoday(1984).
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